
「
き
ょ
う
は
天
気
も
い
い
し
、
国
府
あ
た
り

に
田
ん
ぼ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
も
行
く
か
!!
」
と

い
う
の
が
4
月
下
旬
ご
ろ
の
私
の
休
日
の
過

ご
し
方
だ
。
4
月
下
旬
に
は
県
北
地
方
で
水

田
に
水
を
張
り
田
植
え
の
準
備
が
始
ま
る
。

こ
の
こ
ろ
の
か
ら
田
植
え
直
後
ま
で
は
、
水

田
が
一
番
美
し
く
映
え
る
季
節
で
、
田
ん
ぼ

観
賞
に
は
最
適
だ
。
さ
て
、
徳
島
の
田
ん
ぼ

を
見
て
不
思
議
に
思
う
の
は
、
田
ん
ぼ
の
中

に
お
墓
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
お
寺
や
霊
園

以
外
の
場
所
、
つ
ま
り
家
の
裏
や
田
畑
に
墓

地
を
に
作
ら
れ
た
墓
は
「
屋
敷
墓
」
と
いって

全
国
的
に
あ
り
、
珍
し
く
は
な
い
風
習
だ
。

だ
が
水
田
の
ど
真
ん
中
に
墓
石
が
あ
る
と
い

う
の
は
、
他
県
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
いよ
う

に
思
う
。

田
ん
ぼ
の
中
の
墓
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
の
は

誰
な
の
だ
ろ
う
。
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
み
て
も

は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
場
合
が
多
い。

書
物
に
よ
れ
ば
こ
れ
ら
は「
地
主
さ
ん
」「
忌
串

さ
ん
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。
墓
が
田
畑
の
中

に
あ
る
理
由
と
し
て
は
一
般
に
次
の
よ
う
に

説
明
さ
れ
る
。
①
元
は
屋
敷
だ
った
場
所
が
、

家
が
絶
え
た
り
し
て
耕
地
に
変
わ
っ
た
。
②

他
人
が
そ
の
田
畑
を
欲
し
が
ら
な
い
よ
う
に

わ
ざ
と
墓
を
建
て
る
。
子
孫
が
田
畑
を
手
放

さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
③
そ
の

土
地
を
開
墾
し
た
人
を
功
労
し
て
畑
の
中
に

埋
葬
す
る
。
④
長
男
が
家
を
相
続
す
る
前
に

死
ん
だ
と
き
、
親
が
そ
の
子
に
田
畑
を
継
が

せ
る
と
い
う
気
持
ち
か
ら
田
畑
の
中
央
に
墓

を
作
る
、
と
いう
ケ
ー
ス
が
あ
る
ら
し
い。
現

代
人
に
と
って
は
①
は
理
解
し
や
す
いし
、
実

際
に
そ
う
思
え
る
墓
所
も
あ
る
。
し
か
し
先

に
紹
介
し
た
よ
う
な「
一
つ
墓
」
は
①
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
屋
敷
墓
で
あ
れ
ば
歴
代
の
墓
石

が
並
ん
で
いる
ケ
ー
ス
が
多
いか
ら
だ
。

田
ん
ぼ
の
中
の
墓
は
、
北
島
、
藍
住
、
上

板
、
石
井
、
徳
島
市
矢
三
、
国
府
あ
た
り
に

特
に
目
立
つ
。
な
ぜ
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い。

耕
作
を
す
る
に
は
邪
魔
に
な
る
が
、
か
と
いっ

て
他
に
移
し
て
悪
い
こ
と
で
も
あ
る
と
イ
ヤ
だ

と
い
う
信
心
深
さ
が
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て

あ
る
よ
う
だ
。
現
代
は
人
の
良
心
よ
り
も
効

率
が
優
先
さ
れ
る
時
代
で
あ
り
、
食
品
の
偽

装
事
件
な
ど
は
当
然
起
こ
る
べ
く
し
て
起

こ
った
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
紹
介
し
た

田
ん
ぼ
で
は
、
効
率
が
悪
く
て
も
神
さ
ま
や

先
祖
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
耕

作
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
日
本
人
全
体
が
そ

の
く
ら
い
の
余
裕
を
持
って
生
き
ら
れ
れ
ば
よ

いの
に
と
思
わ
ず
に
は
いら
れ
な
い。
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田
ん
ぼ
の
中
の
墓

■上板町
「これがお墓? お地蔵さんじゃないの?」と思う
なかれ。江戸時代以前の墓はこのような光背
を負った仏像型が多かった。このような墓石を
「舟型」という。近代では子供の墓に用いられ
る形式なので、形だけで即年代判定はできない
が、このような石造物は、仏像ではなく墓石だ
ということは覚えておこう。

▲上板町
このような五角形の墓石を「駒型」という。板碑
が変化したと考えられていて、江戸時代の前半に
流行した形だ。風もなく鏡のように静かな水面に
映る姿が清々しい。

▲徳島市国府町
このような頭頂部がかまぼこ型になった墓石を
「櫛型」という。江戸時代中期に出現た形式で、
江戸時代の墓の主流の形式だ。稲刈り時にコン
バインが衝突しないよう目印が立ててある。

▲阿波市阿波町
このような頭頂部が平たいピラミッド状になった
墓石を「山角型」という。この形式は明治時代以
降の墓だ。なお、墓地にある墓で頭頂部が鋭利
な四角錐になっているのは、軍人の墓である。

誰
の
墓
な
の
か
？

▲徳島市入田
五輪塔や宝篋印塔がある島
状の墓所。このように田ん
ぼの中にある島を「タシマ」
と呼ぶそうだ。この島には
秋には彼岸花が咲き乱れ
る。県内で最も美しいタシ
マだ。

▲上板町
シルエットがまるで南方仏
教の寺院のようだ。五輪塔
は鎌倉から室町時代の主要
な墓石の形式だが、これは
古いものではない。徳島で
は五輪塔は武士の墓だとさ
れている。

▲徳島市矢三
矢三は田んぼの中の墓が多
い土地だが、この物件には
墓石がない。座布団くらい
の大きさしかなく、鍬のひと
振りで崩れてしまいそうだ。
代々これを避けて耕作して
きたというのはすごいことだ
と思う。

▲石井町
田んぼを見ているというよ
り、何か別のファンタジック
な光景を見ているようだ。
墓石はかさ上げされた基壇
の上に建っている。これは、
元屋敷だった場所が耕地に
変わった例ではないだろう
か。

▲阿波市阿波町
県西では田んぼの中の墓の
密度は小さくなるが、この物
件は撫養街道から南側に見
えるので見つけやすい。
堂々たる有像船型石塔だ。
石塔を避けて苦労して稲が
植えてある。

▲石井町
これはもはやタシマではなく
「軍艦島」と呼びたい。宝篋
印塔が艦橋のように見え、
シルエットがまるで戦艦だ。
軍艦のように見えるタシマは
他にも数ヶ所あるが、この物
件が最高にカッコよい。

▲石井町
田んぼの中にあるのは墓だ
けではない。数は多くない
が、お宮もいくつか見られ
る。元々は屋敷神だったも
のなのだろうか。田んぼの
中のお宮は県西の方面に多
いような気がする。

▲徳島市国府町
石塔の自重で地中にめり込
んでしまっているのだろう
か。耕作していったん畑に
なった土地にあとから墓が
作られた例ではないかと思
う。

▲北島町
田んぼの中にあるのは古い
墓ばかりではない。比較的
新しい墓石が並んでいる墓
所もある。これでは田んぼ
から水が引くまでは、墓参り
もままならない。


